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パソコンデータ入力競技課題 

課題③ ワープロ文章修正   
 



近代オリンピック 

 

近代オリンピック（英: Ｏｌｙｍｐｉｃ Ｇａｍｅｓ）は、 フランスの教育学者クーベル

タン男爵の「スポーツによる青少年教育の振興と世界平和実現のために古代オリンピックを

復興しよう」という呼びかけに応じて開催されるようになった。オリンピズムに基づき行わ

れる祭典であり、オリンピズムを人々に広めるための祭典である。オリンピズム（オリンピ

ック哲学）が目指しているのは、平和な世界を実現し人間の尊厳を護るためには人類の調和

的な成長が必要なので、そのためにスポーツを役立てることである。近代オリンピックは平

和の祭典であり、単なる総合スポーツ大会ではない。国際オリンピック委員会（略称：ＩＯ

Ｃ）が開催する。各国語で短く「Ｏｌｙｍｐｉｃｓ オリンピック」と呼ばれ、日本語では

オリンピックシンボルにちなんで五輪と呼ぶこともある。 

 

概要 

スポーツが備えている力を活用し、良き手本となる教育的価値、普遍的・基本的・倫理的諸

原則の尊重などを人々に広め、人々の生き方を高めるための祭典であり、それによって平和

な世界や人間の尊厳が護られた世界が実現することを目的としており、オリンピズムに基づ

いて開催され、そのオリンピズムを人々に広めるための祭典である。近代オリンピックの最

重要の目的は人間の生き方を高め人類の平和や人間の尊厳を実現することであり、スポーツ

はそれのための手段である。 

フランスのピエール・ド・クーベルタンが、古代ギリシアの人々の行動に着目して着想した。

古代ギリシャ人たちも普段は互いに憎みあい、戦争を行い、殺しあっていたのだが、ゼウス

神の聖地であるオリンピアの地でゼウス神にささげる祭典が開催される間だけは、考え方を

一変させ、戦争を一時的に停止し、一か所に集い、「美にして善なること」を重んじ、つま

り身体的な美しさだけでなく各人の心も道徳的であることを重んじた。クーベルタンは古代

ギリシアの人々のようにスポーツの持つ力を活用することを着想し、１９世紀末のパリ大学

ソルボンヌ大における会議で提唱し、それが決議されたのである。 

近代オリンピックは、人々の道徳性を高め世界平和や人間の尊厳を実現するためにオリンピ

ズムを広めることが最重要の目的で開催される祭典であるので、それを明記したオリンピッ

ク憲章が制定されており、関係者が常に守るべき国際オリンピック委員会倫理規程も定めて

ある。 

 

開催周期 

もともと近代オリンピックは夏季オリンピックと冬季オリンピックが同じ年に、４年ごとに

行われており、このオリンピックによる４年間、４年ごとのピリオド（期間）はＯｌｙｍｐ

ｉａｄ（オリンピアード）と呼ばれている。１９９２年までは夏季と冬季が同じ年に行われ

ていたのであるが、ＩＯＣは１９８６年のローザンヌにおける総会で同じ年に開催するとい

う点を変更することを決議し、その後も夏季オリンピックも冬季オリンピックもそれぞれ４

年毎に開催されていることに変更は無いが、夏季オリンピックはオリンピアードの第一年に

行い、冬季オリンピックはオリンピアードの第三年に行うようにされた。 

夏季と冬季に大会があり、夏季オリンピック第１回は、１８９６年にアテネ（ギリシャ）で

開催され、２度の世界大戦による中断を挟みながら継続されている。冬季オリンピックの第

１回は、１９２４年にシャモニー・モンブラン（フランス）で開催された。 

冬季オリンピックが始まった当初は夏季オリンピックの開催国の都市に優先的に開催権が

与えられてきたが、降雪量の少ない国での開催に無理が生じることから１９４０年代前半に



規約が改正され、同一開催の原則が廃止された（１９２８年アムステルダム大会時の際、オ

ランダでは降雪量不足で雪山が無く、会場の確保困難であったことからこの年の冬季大会は

サンモリッツ（スイス）で開催された）。 

夏季オリンピックは開催されなかった場合も回数としてカウントされるが、冬季オリンピッ

クは開催されなかった場合は回数としてカウントされない。 

夏季大会において第 1回大会から全て参加しているのは、ギリシャ・イギリス・フランス・

スイス・オーストラリアの５か国のみである。ギリシャによる開催は、１８９６年と２００

４年が正規のものとされている。第 1 回大会の十年後、１９０６年アテネ中間大会が唯一、

例外的に開催され、開催事実も記録も公式に認めてメダル授与も行っている。しかし、４年

に１度のサイクルから外れた開催であったため、後にこれはキャンセルとされ現在では正規

の開催数に計上されておらず優勝者もメダリスト名簿から外され登録されてはいない。 

 

女性の参加 

近代オリンピックで初めて女性の参加が認められた競技は、１９００年の第２回パリ大会で

のテニスとゴルフである。その後セントルイス大会ではアーチェリー、ロンドン大会ではア

ーチェリー・フィギュアスケート・テニス、ストックホルム大会ではダイビング・水泳・テ

ニス、アントワープ大会ではダイビング・フィギュアスケート・水泳・テニスと変わったが、

これらはいずれも大会を運営する中産階級の男性が許容できる「女性らしい」競技であった。

クーベルタンは「体力の劣る女性の参加はオリンピックの品位を下げることにつながる。」

と女性の男性的競技の参加に否定的だった。アリス・ミリアは１９１９年に女子の陸上競技

の参加を国際オリンピック委員会に拒否されると、１９２１年に国際女子スポーツ連盟を組

織し、１９２８年アムステルダムオリンピックで５種目ではあったが陸上競技が採用された。 

 

オリンピック冬の時代 

オリンピックが世界的大イベントに成長するに従って政治に左右されるようになると、１９

６８年のメキシコシティ大会では黒人差別を訴える場と化し、１９７２年のミュンヘン大会

ではアラブのゲリラによるイスラエル選手に対するテロ事件まで起きた（ミュンヘンオリン

ピック事件）。１９７６年のモントリオール大会になると、ニュージーランドのラグビーチ

ームの南アフリカ遠征に反対してアフリカの諸国２２ヶ国がボイコットを行った。そして、

１９８０年のモスクワ大会ではソ連のアフガニスタン侵攻に反発したアメリカ・西ドイツ・

日本などの西側諸国が相次いでボイコットを行った。１９８４年ロサンゼルス大会ではソ連

と東側諸国が報復ボイコットを行ない、参加したのはソ連と対立していた中国とルーマニア

だけだった。中でも、イラン革命後のイラン・イスラム共和国はモスクワとロサンゼルス双

方のオリンピックをボイコットしている。 

 

開会式 

開会式では、オリンピック賛歌を演奏することやオリンピック旗掲揚、開催国の国歌斉唱ま

たは演奏、走者達のリレーによる聖火点火、そして平和の象徴の鳩が解き放たれることがオ

リンピック憲章で規定されていた。しかし、聖火台で鳩を焼いてしまったソウル大会での一

件や、外来生物への危惧や鳩の生息できる環境ではない場所（特に冬季オリンピック）でオ

リンピックが行われる事もあるなどの理由から動物愛護協会の反対もあり、１９９８年の長

野大会からは風船やモニター映像、ダンスなどによる鳩飛ばし表現が恒例になった。２００

４年版以降のオリンピック憲章では、鳩の使用についての規定も削除された。ロンドン大会

では、鳩のコスチュームをまとった人々が自転車に乗って登場し、そのうちの一人がワイヤ



ーアクションで空中へ上昇した。 

開会式の入場行進はオリンピックの発祥地であるギリシャの選手団が先導し、その後参加国

は開催国の言語順に入場し、最後に開催国の選手団が入場する。ギリシャのアテネが開催地

となった２００４年は、まずギリシャの旗手のみが先導して入場し、最後にギリシャの選手

団が入場していた。 

 

日本との関わり 

日本が初めて参加したのは、１９１２年に開催されたストックホルム大会である。これはオ

リンピックの普及に腐心したクーベルタン男爵の強い勧めによるものであるが、嘉納治五郎

を初めとする日本側関係者の努力も大きかった。最初は男子陸上のみによる参加であったが、

アムステルダム大会からは女子選手も参加した。アムステルダム大会から日本国の予算で選

手渡航費が計上された。それまでは自費で渡航していた。 

なお、ストックホルム夏季大会で嘉納治五郎は日本人初のＩＯＣ委員として参加し、また男

子陸上の選手として参加したのは短距離の三島弥彦とマラソン選手の金栗四三で、この２名

が日本人初のオリンピック選手として大会に参加した。 

日本選手のメダル獲得、ベルリン大会から始まったラジオ実況中継、聖火ランナーなどによ

り、日本での関心が増し、１９４０年の夏の大会を東京に、１９４０年の冬の大会を札幌に

招致する事に成功したが、これらの大会は日中戦争（支那事変）の激化もあり自ら開催権を

返上した。戦後のロンドン大会には戦争責任からドイツと共に日本は参加を許されず、ヘル

シンキ大会より復帰している。 

日本国内での開催は、夏季オリンピックを東京で２度（１９６４年、２０２１年）、冬季オ

リンピックを札幌および長野で行っている。なお、世界で初めて夏季・冬季両方のオリンピ

ックの開催地となった都市は、長野県の軽井沢町である。 

 

五輪という訳語 

近代オリンピックのシンボルマークである 5 色で表現した５つの輪と宮本武蔵の『五輪書』

の書名を由来として、読売新聞記者の川本信正が１９３６年に考案した。同１９９６年７月

２５日付の読売新聞夕刊に掲載された「五輪旗 伯林に着く」との見出しが、新聞紙面にお

いて「オリンピック」を「五輪」と紙面で初めて表記された例である。川本信正は後年のイ

ンタビューの中で『以前から五大陸を示すオリンピックマークからイメージしていた言葉と、

剣豪宮本武蔵の著「五輪書」を思い出し、とっさに「五輪」とメモして見せたら、早速翌日

の新聞に使われた』と述べている。 

 

 

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E4%BB%A3%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83

%94%E3%83%83%E3%82%AF 

 


